
俳
句
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト 

※
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
森
」
と
「
水
」 

俳
句
の
部
（
生
徒
優
秀
作
品
） 

金
賞 

水
面
揺
れ
踊
る
金
魚
の
夏
祭
り 

 
 
 
 
 
 
 
  

 
 
 

三
年 

宅
間 

加
奈 

銀
賞 

そ
よ
風
が
木
も
れ
陽
ゆ
ら
す
森
林
浴 

 
 

 
 

一
年 

山
本 

佳
祐 

銀
賞 

木
漏
れ
日
が
葉
と
葉
を
光
ら
す
森
の
中 

 
 
 
 

二
年 

秋
山 

恵
美 

銀
賞 

水
を
浴
び
野
菜
き
ら
め
く
夏
の
輝
き 

 
 

 

一
年 

鈴
木 

彩
水 

銀
賞 

せ
せ
ら
ぎ
を
音
で
た
の
し
む
夏
の
夜 

 
 

 

二
年 

大
島 

功
真 

銅
賞 

夏
休
み
き
ら
き
ら
輝
く
波
と
音 

 
 

 
 

 

三
年 

萩
元 

将
大 

銅
賞 

涼
や
か
さ
水
辺
に
思
わ
ず
花
菖
蒲 

 
 

 
 

二
年 

石
井 

 

萌 

銅
賞 

揺
れ
て
い
る
森
の
全
て
が
命
か
な 

 
 

 
 

三
年 

花
輪 

紘
正 

銅
賞 

風
を
切
る
ケ
ヤ
キ
の
枝
の
た
く
ま
し
さ 

 
 

一
年 

菊
島 

秀
夫 

銅
賞 

夏
の
日
々
コ
ン
ビ
ニ
た
ち
が
僕
の
森 

 
 

 

二
年 

坪
井 

 

智 

銅
賞 

葉
の
し
ず
く
落
ち
て
い
く
頃
陽
が
昇
る 

 
 

三
年 

初
鹿 

雄
大 

銅
賞 

せ
み
の
音
乾
い
た
喉
に
沁
み
る
水 

 
 

 
 

三
年 

柏
木 

一
輝 

川
柳
の
部
（
生
徒
優
秀
作
品
） 

金
賞 

水
た
ま
り
蛙
も
逃
げ
こ
む
日
の
熱
さ 

 
 

 
 

二
年 

藤
本 

 

涼 

銀
賞 

森
の
中
涼
し
い
風
に
夢
の
中 

 
 

 
 

 
 

 

三
年 

土
橋 

 

響 

銀
賞 

炎
天
下
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
で
う
ま
い
水 

 
 

 

一
年 

齋
藤 

公
亮 

銀
賞 

ひ
と
つ
ぶ
の
水
か
ら
始
ま
る
長
い
旅 

 
 

 

三
年 

田
中 

 

練 

銅
賞 

ま
た
一
つ
物
を
作
っ
て
森
が
減
る 

 
 

 
 

一
年 

中
村 

維
吹 

銅
賞 

い
つ
の
日
も
自
然
感
じ
る
我
が
母
校 

 
 

 

一
年 

山
本 

亜
美 

銅
賞 

水
遊
び
日
焼
け
が
怖
い
夏
休
み 

 
 

 
 

 

二
年 

三
井 

百
花 

銅
賞 

か
き
氷
あ
っ
と
い
う
ま
に
た
だ
の
水 

 
 

 

三
年 

渡
辺
美
衣
奈 

銅
賞 

で
か
く
な
れ
毎
日
早
起
き
水
を
や
る 

 
 

 

三
年 

石
川
早
矢
加 

銅
賞 

自
分
等
の
汗
よ
り
汗
か
く
夏
の
空 

 
 

 
 

二
年 

内
田 

彩
夏 

銅
賞 

水
し
ぶ
き
舞
い
散
る
粒
に
映
る
顔 

 
 

 
 

一
年 

奥
山
あ
ゆ
み 

銅
賞 

親
た
ち
の
木
洩
れ
陽
浴
び
る
子
供
た
ち 

 
 

一
年 

穐
山 

尚
生 

俳
句
の
部
（
保
護
者
優
秀
作
品
） 

金
賞 

ほ
た
る
棲
む
貴
き
清
流
未
来
ま
で  

 
 
 
  

 
 

一
年 

山
本
菜
保
子 

銀
賞 

ひ
ぐ
ら
し
の
声
が
神
社
の
森
に
消
ゆ 

 
 

 
 

一
年 

市
川 

直
貴 

銀
賞 

富
士
五
湖
の
水
面
に
描
く
世
界
遺
産 

 
 

 

二
年 

薬
袋 

里
香 

銀
賞 

森
の
中
時
を
忘
れ
て
寝
て
み
た
い 

 
 

 
 

一
年 

松
橋
友
利
香 

銅
賞 

水
田
の
緑
の
波
間
に
赤
と
ん
ぼ 

 
 

 
 

 

三
年 

初
鹿
小
百
合 

銅
賞 

夏
の
川
ホ
タ
ル
の
光
空
に
舞
う 

 
 

 
 

 

一
年 

平
岡 

和
枝 

銅
賞 

か
き
氷
食
べ
る
そ
ば
か
ら
色
水
に 

 
 

 
 

二
年 

武
藤 

時
子 

銅
賞 

豊
作
を
願
い
水
ま
き
虹
が
な
る 

 
 

 
 

 

一
年 

伊
藤 

美
和 

銅
賞 

打
ち
水
の
じ
ょ
う
ろ
で
描
く
夏
の
虹 

 
 

 

三
年 

清
水
さ
わ
子 

銅
賞 

せ
せ
ら
ぎ
に
癒
や
し
も
と
め
て
人
集
う 

 
 

二
年 

久
保
田
み
え 

川
柳
の
部
（
保
護
者
優
秀
作
品
） 

金
賞 

あ
ら
ク
マ
さ
ん
森
で
は
な
く
て
街
の
中 

  
 

二
年 

児
玉 

友
美 

銀
賞 

農
林
や
緑
に
か
こ
ま
れ
大
自
然 

 
 

 
  

 

一
年 

瀬
古 

美
加 

銀
賞 

お
じ
い
ち
ゃ
ん
命
の
水
は
ビ
ー
ル
だ
ね 

  
 

三
年 

望
月
さ
つ
き 

銀
賞 

水
不
足
私
の
肌
も
水
不
足 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
年 

河
手 

由
美 

銅
賞 

蝉
た
ち
の
強
き
命
が
森
響
く 

 
 

 
 

  
 

二
年 

薬
袋 

里
香 

銅
賞 

弁
当
箱
す
き
間
を
う
め
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
森 

三
年 

清
水
さ
わ
子 

銅
賞 

木
漏
れ
日
を
浴
び
て
き
ら
め
く
石
清
水 

 
 

 

三
年 

蓮
沼 

光
司 

銅
賞 

そ
よ
風
に
ゆ
ら
り
ゆ
ら
れ
し
森
の
木
々 

 
 

 

一
年 

有
泉 

和
久 

銅
賞 

天
災
に
恨
む
気
持
ち
が
涙
雨 

 
 

 
 

 
 

 

二
年 

依
田
伊
都
子 

銅
賞 

森
林
浴
心
も
体
も
洗
わ
れ
る 

 
 

 
 

 
 

 

一
年 

渡
辺
み
ち
る 

銅
賞 

緑
濃
く
木
々
の
香
り
で
深
呼
吸 

 
 

 
 

 
 

二
年 

小
林 

浩
美 

銅
賞 

甲
子
園
流
す
汗
水
あ
す
の
光 

 
 

 
 

 
 

 

二
年 

小
澤 

栄
子 

銅
賞 

森
の
中
差
し
込
む
光
に
導
か
れ 

 
 

 
 

 
 

二
年 

野
中
紀
世
香 

輝
く
農
林
・
創
立
百
十
周
年
記
念
式
典 

山
梨
県
立
農
林
高
等
学
校 

校
長 

山
中 

泉 

 

本
校
創
立
百
十
周
年
記
念
式
典
が
、
快
晴
の
十
月
十
八
日
に
盛
大
に
挙
行
さ

れ
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
の
飯
室
元
邦
様
は
じ
め
地
元
県
会
議
員
・
地
元
市
町

村
長
・
歴
代
校
長
先
生
・
県
立
高
等
学
校
長
・
地
域
中
学
校
長
・
関
係
諸
機
関

等
の
ご
来
賓
の
皆
様
並
び
に
同
窓
会
役
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
の
皆
様
の
ご
臨
席
の

中
、
農
村
黎
明
の
鐘
と
と
も
に
開
式
し
ま
し
た
。 

式
典
で
の
校
長
式
辞
の
一
部
を
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。｢

・
・
・
本

校
は
、
大
東
亜
戦
争
の
戦
災
に
遭
い
、
昭
和
二
十
一
年
に
甲
府
市
伊
勢
町
か
ら
、

こ
こ
玉
幡
の
地
に
移
転
し
て
参
り
ま
し
た
。
当
時
、
こ
こ
は
荒
涼
た
る
玉
幡
飛

行
場
の
跡
地
で
、
玉
幡
砂
漠
と
も
言
わ
れ
、
職
員
生
徒
達
が
一
体
と
な
っ
て
取

り
組
ん
だ
農
場
の
開
墾
・
整
備
に
は
、
筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
苦
闘
が
あ
っ
た

と
聞
い
て
お
り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
の
こ
の
よ
う
な
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
と
汗
の
結
晶

が
見
事
に
実
り
、
現
在
で
は
平
成
二
十
年
に
全
日
本
学
校
関
係
緑
化
コ
ン
ク
ー

ル
学
校
環
境
緑
化
の
部
に
お
い
て
文
部
科
学
大
臣
よ
り
表
彰
を
受
賞
す
る
ま

で
に
な
っ
て
い
ま
す
。
・
・
・
・
最
近
の
本
校
の
特
色
の
一
つ
に
、
「
先
人
に

学
ぶ
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
人
が
本
校
の
卒
業
生
で
朝
鮮
の
土
と
な
っ

た
浅
川
巧
で
す
。
本
校
を
卒
業
し
た
巧
は
、
大
正
三
年
朝
鮮
に
渡
り
、
朝
鮮

総
督
府
山
林
課
に
勤
務
し
苗
木
養
育
の
試
験
研
究
に
没
頭
す
る
中
、
現
地
の

人
々
と
親
身
に
な
っ
て
交
流
し
、
朝
鮮
の
陶
磁
器
や
木
工
品
等
の
芸
術
性
の

価
値
に
つ
い
て
広
め
る
功
績
を
挙
げ
て
後
年
の
日
韓
交
流
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
・
・
・
ま
た
、
俳
人 

福
田
甲
子
雄
が
い
ま
す
。
全
校
生

徒
・
保
護
者
・
教
職
員
に
よ
る
俳
句
・
川
柳
大
会
を
毎
年
開
催
し
て
お
り
、

秋
の
収
穫
祭
で
作
品
発
表
と
表
彰
す
る
な
ど
、
全
校
を
上
げ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
・
・
・
生
徒
の
皆
さ
ん
は
先
輩
達
が
こ
れ
ま
で
積
み
上
げ
て
き
た

文
化
、
体
育
、
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど
輝
か
し
い
伝
統
と
実
績
を
し
っ
か
り

と
受
け
継
ぎ
、
更
に
、
素
晴
ら
し
い
校
風
を
樹
立
す
る
た
め
、
校
訓
「
誠
実

の
人
と
な
れ
」
の
も
と
、
自
主
・
自
立
・
連
帯
の
精
神
と
実
践
力
を
し
っ
か

り
養
う
よ
う
努
力
し
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
・
・
・｣ 

 

昨
年
の
十
二
月
に
校
内
準
備
委
員
会
が
発
足
し
、
今
年
一
月
に
第
一
回
設

立
準
備
会
、
二
月
に
同
窓
会
支
部
長
会
議
・
同
窓
会
当
番
幹
事
会
、
四
月
に

Ｐ
Ｔ
Ａ
本
会
役
員
会
、
そ
し
て
五
月
の
創 

立
百
十
周
年
記
念
協
賛
会
設
立
総
会
で
本 

格
的
な
募
金
活
動
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。 

協
賛
金
も
目
標
額
に
近
づ
き
、
今
後
の
十 

年
間
の
輝
け
る
本
校
教
育
環
境
作
り
に
大 

き
く
貢
献
で
き
る
創
立
百
十
周
年
記
念
基 

金
が
で
き
ま
し
た
。 

 

本
校
創
立
百
十
周
年
記
念
事
業
に
対
し 

ま
し
て
、
同
窓
会
会
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
は 

じ
め
関
係
機
関
の
多
く
の
皆
様
方
の
温
か 

い
ご
支
援
ご
協
力
に
衷
心
よ
り
感
謝
申
し 

上
げ
ま
す
。 

第
２
学
年
修
学
旅
行
を
終
え
て 

 

九
月
九
日(

火)

よ
り
十
二
日(

金)

ま
で
の
三
泊
四
日
、
北
海
道
へ
の
修
学

旅
行
を
実
施
し
ま
し
た
。
間
近
な
動
物
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
た
旭
山
動
物

園
、
思
わ
ず
歓
声
を
上
げ
た
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
の
富
良
野
美
瑛
の
丘
。
自
主
散

策
で
廻
っ
た
運
河
の
街
と
そ
れ
ぞ
れ
の
夕
食
の
小
樽
。
北
海
道
の
広
大
な
大

地
と
豊
か
な
自
然
の
体
験
、
お
い
し
い
食
事
を
満
喫
し
た
四
日
間
。
思
い
出

に
残
る
修
学
旅
行
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。 

農  林  高  校  新  聞 
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創
立
百
十
周
年
記
念
講
演
会 

「
大
地
を
耕
す
こ
と
は
、
人
の
心
を
耕
す
こ
と
！
」 

 

創
立
百
十
周
年
記
念
講
演
会
と
し
て
、
恵
泉
女
学
園
大
学
人
間
社
会
学
部

教
授 

藤
田 

智 

先
生
を
お
招
き
し
、
「
大
地
を
耕
す
こ
と
は
、
人
の
心
を
耕

す
こ
と
！
」
と
い
う
演
題
で
講
演
を
い
た
だ
い
た
。 

先
生
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
や

さ
い
の
時
間
」
や
「
趣
味
の
園
芸
や
さ
い
の
時
間
」
の
メ
イ
ン
講
師
と
し
て
、

ご
出
演
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
日
本
テ
レ
ビ
「
世
界
一
受
け
た
い
授
業
」
で

は
、
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
の
共
演
で
放
映
さ
れ
お
な
じ
み
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
講
演
で
は
、
番
組
の
収
録
に
つ
い
て
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
て
話
さ
れ
、

日
本
農
業
の
現
状
と
課
題
、
夢
を
持
つ
大
切
さ
、
草
花
が
街
を
変
え
た
・

地
産
地
消
「
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
」
、
人
を
育
て
る
作
物
栽
培
、

農
業
と
園
芸
教
育
の
目
的
、
食
料
自
給
率 -

日
本
と
私-

、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
や
ロ
シ
ア
か
ら
学
ぶ
、 

拡
が
れ
人
間
教
育
、
心
豊
か
な
人
づ
く
り
に
つ

い
て
話
さ
れ
た
。
わ
か
り
や
す
い
内
容 

で
農
業
と
園
芸
の
多
様
性
・
多
機
能
を 

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

最
後
に
、
在
校
生
、
講
演
参
加
者
に 

向
け
て
、
「
大
地
を
耕
す
こ
と
は
、
人 

の
心
を
耕
す
こ
と
だ
。
」
と
い
う
エ
ー 

ル
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

本
校
の
記
念
講
演
会
に
ふ
さ
わ
し
く
、 

有
意
義
な
講
演
を
賜
る
こ
と
が
で
き
ま 

し
た
。 



 

シ
ス
テ
ム
園
芸
科
で
は
、
平
成
二
十
三
年
よ
り
宇
宙
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
一
時
保
管
さ
れ
た
宇
宙
大
豆
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。

生
徒
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
の
一
環
と
し
て
、
栽
培
比
較
や
大

豆
ク
ッ
キ
ー
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

初
年
度
の
平
成
二
十
三
年
は
、 

宇
宙
大
豆
四
十
粒
を
受
理
し
、
三 

千
五
百
粒
に
し
、
平
成
二
十
四
年 

に
６
５
㎏
、
平
成
二
十
五
年
に
８ 

０
㎏
に
増
量
し
ま
し
た
。
ま
た
、 

圃
場
で
の
栽
培
や
宇
宙
大
豆
と
地 

球
大
豆
の
栽
培
比
較
試
験
を
行
い 

ま
し
た
。
試
験
栽
培
で
は
、
宇
宙 

大
豆
の
生
育
が
良
か
っ
た
と
感
じ 

ま
し
た
が
、
サ
ヤ
数
や
生
育
調
査 

結
果
で
は
、
変
化
の
差
は
認
め
ら 

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
栽
培
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
と
し

て
取
り
組
ん
で
お
り
、
今
年
八
月
に
、
宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光

一
さ
ん
ミ
ッ
シ
ョ
ン
報
告
会
に
て
、
若
田
さ
ん
の
前
で
発
表
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
徒
も
若
田
さ
ん
か
ら
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
研
究
へ
の
励
ま
し
に
感
動
し
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
、
栽
培
で
増
産
し
た
宇
宙
大
豆
三
代
目
・
四
代
目
を
「
宇

宙
大
豆
味
噌
」
と
し
て
製
造
試
作
を
し
ま
し
た
。
地
元
味
噌
製

造
会
社
の
宮
坂
醸
造
さ
ん
の
協
力
を
得
て
実
現
す
る
こ
と
が
で

き
、
収
穫
感
謝
祭
に
て
百
名
に
食
味
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま

し
た
。
こ
の
味
噌
製
造
ま
で
を
栽
培
か
ら
加
工
へ
位
置
づ
け
ま

し
た
が
、
今
後
さ
ら
に
大
豆
製
品
試
作
に
向
け
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
発
展
さ
せ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

陸 

上 

競 

技 

部 
 

 

関
東
高
等
学
校
選
抜
新
人
陸
上
競
技
選
手
権
大
会 

▽
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
（６
．
０
０
０
㎏
） 

【第
２
位
・５
５
㍍
６
０
㎝
】
栄
野
比
ホ
セ
（２
Ｆ
） 

第
６
０
回
山
梨
県
高
等
学
校
陸
上
競
技
新
人
大
会 

▽
男
子
ハ
ン
マ
ー
投
げ
（
６
．
０
０
０
㎏
）
【
優
勝
・
５
０
㍍
３
２
㎝
】
栄
野
比
ホ
セ
（
２
Ｆ
）

【
第
３
位
・４
０
㍍
８
㎝
】
三
神
大
樹
（２
Ｇ
）▽
男
子
円
盤
投
げ
（１
．
７
５
０
㎏
）
【優
勝
・

３
７
㍍
２
１
㎝
】
栄
野
比
ホ
セ
（
２
Ｆ
）
▽
男
子
３
０
０
０
㍍
Ｓ
Ｃ
【
優
勝
・
９
分
４
１
秒
４

６
】
笠
井
虎
壱
（
１
年
５
組
）
▽
男
子
８
０
０
㍍
【
第
２
位
・
２
分
０
２
秒
０
９
】
笠
井
虎
壱

（１
年
５
組
） 

第
６
５
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会 

▽
男
子
第
６
７
回
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
山
梨
県
予
選
会
【
第
３
位
・
２
時
間

１
８
分
１
５
秒
】
（
笠
井
駿
・
幡
野
貴
士
・
五
味
翔
太
・
諏
訪
寛
太
・
郡 

泰
良
・
広
瀬
幹
・

笠
井
虎
壱
）
▽
女
子
第
２
６
回
全
国
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
・
第
２
３
回
関
東
高
等

学
校
駅
伝
競
走
大
会
山
梨
県
予
選
会
【
第
３
位
・１
時
間
２
０
分
２
４
秒
】
（田
中
栞
・
石

井
彩
・内
藤
真
理
・石
原
朱
理
・大
木
祐
菜
） 

 

レ 

ス 

リ 

ン 

グ 

部  

山
梨
県
高
等
学
校
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
新
人
大
会
兼
関
東
選
抜
大
会
山
梨
県
予
選
会 

▽
学
校
対
抗
戦
（団
体
戦
）【
第
２
位
】
▽
（個
人
戦
）５
５
㎏
【優
勝
】神
田
優
人
（１
年
１

組
）
▽
６
０
㎏
【
優
勝
】
田
口
学
容
（
１
年
２
組
）
【
第
２
位
】
小
山
晃
平
（
１
年
２
組
）
▽
５

０
㎏
【第
２
位
】
高
橋
三
四
郎
（２
Ｆ
）
▽
６
６
㎏
【第
２
位
】飯
久
保
翔
太
（１
年
１
組
）
▽

７
４
㎏
【第
２
位
】山
本
丈
介
（１
年
２
組
）
▽
８
４
㎏
【第
２
位
】豊
田
勝
弘
（２
年
Ｇ
科
） 

 

農 

業 

ク 

ラ 

ブ  

第
６
５
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
全
国
大
会
沖
縄
大
会 

▽
農
業
鑑
定
競
技
【
優
秀
賞
】古
河
清
史
（３
Ｓ
）
▽
平
板
測
量
競
技
【
優
秀
賞
】
河
手
優

樹
・木
村
ヒ
デ
キ
・谷
生
郭
仁
（３
Ｅ
） 

第
６
５
回
関
東
地
区
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
連
盟
大
会
東
京
大
会 

▽
意
見
発
表
・
区
分
「
環
境
」
【
優
秀
賞
】
石
田
綾
香
（
１
年
４
組
）
▽
意
見
発
表
・
区
分

「
文
化
・
生
活
」
【
優
秀
賞
】
中
嶋
智
也
（
１
年
２
組
）
▽
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
・
区
分
「
食
料
・

生
産
」
【
優
秀
賞
】
向
山
萠
・
笹
之
池
桃
乃
・
奥
山
真
由
・
加
藤
恵
・
柏
木
そ
ら
▽
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
発
表
「文
化
・生
活
」
【優
秀
賞
】吉
原
孝
太
朗
・岡
本
拓
海
・岡
本
凌
平
（３
Ｓ
） 

平
成
２
６
年
度
県
連
農
業
鑑
定
競
技
大
会 

▽
農
業
土
木
コ
ー
ス
【最
優
秀
賞
】福
田
将
也
（２
Ｅ
）【優
秀
賞
】保
坂
樹
生
（１
年
４
組
）

▽
食
品
科
学
コ
ー
ス
【最
優
秀
賞
】古
河
清
史
（３
Ｓ
）【優
秀
賞
】土
橋
響
（３
Ｓ
）
▽
林
業

コ
ー
ス
【最
優
秀
賞
】澤
村
瑛
啓
（３
Ｆ
）
▽
造
園
コ
ー
ス
【最
優
秀
賞
】
田
中
裕
（３
Ｇ
）【
優

秀
賞
】
（
柏
木
一
輝
３
Ｇ
）
▽
園
芸
コ
ー
ス
【
優
秀
賞
】
杉
田
幹
也
（
３
Ｈ
）
【
優
秀
賞
】
功
刀

千
裕
（２
Ｈ
） 

平
成
２
６
年
度
県
連
平
板
測
量
競
技
大
会 

【最
優
秀
賞
】河
手
優
樹
・木
村
ヒ
デ
キ
・谷
生
郭
仁
（３
Ｅ
） 

 

写 

真 
部  

第
１
４
回
や
ま
な
し
県
民
文
化
祭
写
真
展 

▽
学
生
の
部
【入
選
】坪
井
智(

２
Ｇ) 

２
０
１
４
年
度
秋
季
審
査
会 

▽
団
体
【第
５
位
】
▽
個
人
【
銅
賞
】長
坂
ち
ひ
ろ
（２
Ｇ
）【
佳
作
】
畠
山
優
花(

３
Ｈ) 

【
佳

作
】
蓮
沼
美
和(

３
Ｈ)

【
佳
作
】
斉
木
亜
里
沙
（
２
Ｈ
）
【
佳
作
】
松
本
紗
里
那
（
２
Ｆ
）
【
佳

作
】坪
井
智
（２
Ｇ
）【
佳
作
】
野
中
彬
菜
（２
Ｇ
）【
佳
作
】薬
袋
日
和
（
２
Ｓ
）
【佳
作
】
保
坂 

凌
慧
（１
年
２
組
） 

 

家 

庭 

科  

牛
乳
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
山
梨
県
大
会 

【優
秀
賞
】小
島
秀
斗
（２
Ｓ
） 

牛
乳
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
関
東
大
会 

【第
６
位
】小
島
秀
斗
（２
Ｓ
） 

「し
っ
か
り
食
べ
て
元
気
、
そ
う
甲
斐
」地
産
地
消
料
理
コ
ン
テ
ス
ト 

【準
優
勝
】成
田
楓
（３
Ｓ
） 

 
 

第
６
５
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ
全
国
大
会
（
平
成
２
６
年

度
沖
縄
大
会
）
に
、
１
０
月
２
２
日
（
水
）･

２
３
日
（
木
）
、

全
国
の
農
業
を
学
ぶ
生
徒
が
集
ま
り
、
日
頃
の
学
習
成
果
の
発

表
や
競
技
に
腕
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
本
校
か
ら
は
農
業
鑑
定

競
技
に
各
科
１
名
、
平
板
測
量
競
技
に
農
業
土
木
科
３
年
生
チ

ー
ム
、
ク
ラ
ブ
員
代
表
者
会
議
に
中
村
真
規
農
業
ク
ラ
ブ
副
会

長
、
理
事
会
・
秋
季
代
議
員
会
に
牧
野
ユ
リ
県
連
会
長
が
そ
れ

ぞ
れ
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
生
徒
は
皆
、
精
一
杯
取
り
組
み
、

ま
た
沖
縄
県
連
の
素
晴
ら
し
い
お
も
て
な
し
を
受
け
感
激
し
ま

し
た
。 

競
技
結
果
は
、
農
業
鑑 

定
で
食
品
科
学
科
３
年
の 

古
河
清
史
さ
ん
が
、
平
板 

測
量
で
河
手
優
樹
・
木
村 

ヒ
デ
キ
・
谷
生
郭
仁
さ
ん 

の
チ
ー
ム
が
見
事
優
秀
賞 

を
獲
得
し
、
会
議
で
は
全 

国
の
ク
ラ
ブ
員
と
交
流
が 

で
き
ま
し
た
。
来
年
度
の 

群
馬
大
会
に
向
け
て
、
今 

か
ら
意
欲
的
な
取
り
組
み 

を
お
願
い
し
ま
す
。 

十
一
月
五
日
（
水
）
「
全
力
振
り
切
り
、
最
高
に
滾
れ
」
を
テ
ー
マ
に
白
楊
祭
文 

化
祭
は
農
林
高
校
体
育
館
（
発
表
）
三
年
生
教
室
（
展
示
）
を
会
場
に
行
わ
れ
ま 

し
た
。
得
点
種
目
は
例
年
通
り
、
ク
ラ
ス
発
表
・
似
顔
絵
・
ク
ラ
ス
新
聞
の
三
種 

目
で
す
。
九
月
～
十
月
が
準
備
期
間
で
、
二
年
生
修
学
旅
行
・
三
年
生
進
路
決
定 

時
期
と
重
な
り
、
各
ク
ラ
ス
と
も
忙
し
く
準
備
が
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
準
備
期 

間
も
後
半
に
な
る
と
、
学
校
内
は
活
気
に
あ
ふ
れ
、
優
勝
を
目
指
し
て
そ
れ
ぞ
れ 

の
能
力
や
技
術
を
出
し
切
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
完
成
し
た
作 

品
は
ど
れ
も
昨
年
ま
で
の
も
の
と
遜
色
の
な
い
素
晴
ら
し
い
出
来
映
え
で
し
た
。 

生
徒
会
で
は
独
自
企
画
と
し
て
「
や
は
り
ん
着
ぐ
る
み
」
を
作
成
し
ま
し
た
。 

ク
ラ
ス
発
表
の
合
間
や
収
穫
祭
に
も
登
場
さ
せ
、
場
を
和
ま
せ
る
の
が
目
的
で
し 

た
が
、
作
成
の
段
階
で
計
画
的
に
は
進
ま
ず
、
試
行
錯
誤
の
連
続
で
し
た
。
一
年
生
を
中
心
に
小
さ
な
模
型
が
で

き
作
業
が
進
み
ま
し
た
。
ふ
わ
ふ
わ
マ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
て
い
く
段
階
で
、
材
質
が
重
さ
に
耐
え
き
れ
ず
、
下
の 

方
が
潰
れ
た
り
、
中
の
湿
気
と
体
温
が
内
に
こ
も
り
、
１
０
分
も
す
る
と
汗
だ
く
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
直
前
に
分
か
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
発
表
で
は
、
巨
大
な
ス

ク
リ
ー
ン
で
体
育
館
後
ろ
の
生
徒
も
ス
テ
ー
ジ
が
分
か
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
音
響

の
機
材
保
護
と
い
う
意
味
で
、
立
ち
入
り
禁
止
の
テ
ー
プ
を
貼
り
ま
し
た
が
、
も
う

少
し
生
徒
が
動
け
る
よ
う
に
し
た
方
が
よ
か
っ
た
か
と
思
い
、
来
年
度
に
生
か
し
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
生
徒
会
の
目
標
は
、
生
徒
の
自
主
的
な
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
事
で
す
。
ま
ず
、
何
を
し
た
い
か
、
ど
の
よ
う
に
運
営
し
た
い
か
、
ど
ん
な
結
果

を
求
め
る
か
が
活
動
の
原
点
と
な
り
、
具
体
的
な
行
動
が
生
ま
れ
る
こ
と
が
理
想
で

す
。
今
年
の
白
楊
祭
を
振
り
返
る
と
で
き
た
部
分
も
あ
り
、
で
き
な
か
っ
た
と
こ
ろ

も
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
。
白
楊
祭
は
様
々
な
分
担
の
中
で
行
う
、
他
で
は
で
き
な

い
生
徒
の
活
動
の
一
つ
で
す
。
生
徒
の
自
主
的
な
運
営
や
活
動
を
も
っ
と
増
や
し
て

い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
様
々
な
方
面
に
多
大
な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
い
た

し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

収 

穫 

感 

謝 

祭

 

～
大
農
産
物
市
場
が
大
盛
況
～

 

十
一
月
八
日
（
土
）
に
第
四
十
九
回
収
穫
感
謝
祭
が
天
候
に
も
恵
ま
れ
秋
空
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
全
校
職
員
・
生
徒
が
「
お
も
て
な
し
の
心
」
を
意
識
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
開
祭
式
（
式
典
）
で
は
、
多

く
の
ご
来
賓
の
方
々
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き
、
共
に
収
穫
に
感
謝
し
、
来
場
さ
れ
た
皆
様
方
の
ご
健
康
と
幸
多
か

れ
と
「
花
火
」
を
上
げ
ま
し
た
。
収
穫
感
謝
祭
は
、
今
回
で
四
十
九
回
を
迎
え
る
伝
統
行
事
で
あ
り
、
今
年
は 

本
校
創
立
百
十
周
年
の
記
念
す
べ
き
収
穫
感
謝
祭
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
農
業
高

校
と
し
て
、
生
徒
の
日
頃
の
学
習
成
果
や
実
習
を
と
お
し
て
栽
培
し
た
農
産
物
の
収

穫
へ
の
感
謝
を
し
、
地
域
の
方
々
に
販
売
で
の
交
流
を
行
う
日
と
な
り
ま
し
た
。
生

徒
が
丹
精
込
め
て
つ
く
っ
た
農
産
物
や
加
工
品
を
販
売
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
方
々

と
の
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
農
業
ク
ラ
ブ
役
員
・
生
徒
会
役
員
生
徒

が
中
心
と
な
っ
て
運
営
を
行
い
、
「
模
擬
店
」
「
中
学
生
の
学
校
案
内
」
「
郷
土
芸

能
・
軽
音
楽
発
表
」
な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
式
庭
園
で
は
「
も
て
な
し

広
場
」
を
開
設
し
、
野
点
に
て
来
賓
や
一
般
の
方
々
に
お
も
て
な
し
を
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
歴
史
館
前
で
は
、
フ
ァ
ー
ム
ク
ラ
ブ
に
よ
る
「
ふ
れ
あ
い
動
物
園
」
開

設
に
よ
る
子
供
達
と
動
物
と
の
ふ
れ
あ
い
が
実
施
さ
れ
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。
「
模
擬
店
」
は
、
各
ク
ラ
ス
か
ら
出
店
が
さ
れ
、
ク
ラ
ス
が
団
結
し
て
販

売
を
行
い
、
お
客
様
の
行
列
が
途
絶
え
る
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

「
お
も
て
な
し
大
農
産
物
市
場
」
と
し
て
設
置
し
た
各
学
科
販
売
所
で
は
、
白
菜
や
ネ
ギ
・
メ
ロ
ン
・
味
噌
・
ジ

ャ
ム
・
木
材
加
工
品
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。
大
勢
の
お
客
様
が
長
蛇
の
列
を
つ
く
り
、
地
域
の
方
々
、
遠
方
か

ら
お
越
し
頂
い
た
方
々
、
保
護
者
の
方
々
の
多
く
に
お
買
い
求
め
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

特
に
、
野
菜
や
本
校
の
「
黎
明
米
」
が
特
価
に
て
販
売
さ
れ
大
好
評
で
し
た
。
生
徒 

は
自
信
を
も
っ
て
販
売
し
て
お
り
、
お
客
様
と
の
交
流
と
お
も
て
な
し
が
で
き
た
と 

思
い
ま
す
。
そ
の
他
「
学
科
展
示
」
「
文
化
部
展
示
」
も
実
施
し
ま
し
た
。
今
回
の 

収
穫
感
謝
祭
に
は
、
各
地
域
か
ら
の
来
校
者
数
が
約
千
五
百
名
以
上
と
な
り
大
盛
況 

の
内
に
終
了
し
ま
し
た
。
来
場
者
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
「
素
晴
ら
し
い
収
穫
祭
で
大
変 

楽
し
め
た
」
と
あ
り
、
お
も
て
な
し
の
心
が
少
し
で
も
伝
わ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。 

こ
の
収
穫
感
謝
祭
を
と
お
し
て
、
全
校
生
徒
が
農
業
高
校
生
と
し
て
の
自
信
と
誇 

り
を
も
っ
て
協
力
し
た
こ
と
で
大
成
功
で
し
た
。
生
徒
の
皆
さ
ん
に
は
感
謝
し
ま
す
。 

そ
し
て
、
来
年
の
第
五
十
回
収
穫
感
謝
祭
が
、
さ
ら
に
地
域
の
方
に
期
待
さ
れ
る
よ 

う
に
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

農  林  高  校  新  聞 
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